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滴 翠 会 会 報
６月号2019 第342号

社会福祉法人　滴 翠 会
月刊 平成３年１月創刊

慈 翠 舘 運 動 会 　 選 手 宣 誓

　
社
会
福
祉
法
人
滴
翠
会

　
　
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告

　

社
会
福
祉
法
人
滴
翠
会
の
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
素
か
ら
御
理
解
、
御
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
年
６
月
号
は
、「
事
業
報
告
」
を
各
施

設
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
の
滴
翠
会
が
運
営
す
る
養

護
老
人
ホ
ー
ム
滴
翠
苑
、
救
護
施
設
慈
翠
舘
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
明
翠
苑
、
ユ
ニ
ッ
ト

型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
明
翠
苑
、
独
立
型

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
華
翠
会
舘
、
明
翠

苑
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
計
画

に
従
っ
て
滞
り
な
く
運
営
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
ペ
ー
ジ
に
は
法
人
の

総
合
決
算
報
告
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

何
と
ぞ
ご
覧
下
さ
い
。

　

時
代
は
、
令
和
と
な
り
ま
し
た
が
、
社
会

福
祉
法
人
滴
翠
会
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
安

心
、
安
全
な
施
設
運
営
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一
―
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
五
九
―
三
六
三
一

　

�
６
月
の
行
事

　

慰
霊
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
４
日

　

総
合
防
災
訓
練　
　
　
　
　
　

６
月
６
日

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会　
　

６
月
13
日

　
春
の
遠
足

　

５
月
９
日
、
利
用
者
10
名
と
職
員
3
名
で

笠
間
方
面
へ
外
出
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
笠
間
稲
荷
神
社
へ
お
参
り
に
行
き
ま

し
た
。
境
内
で
は
見
事
な
藤
の
花
が
見
ら
れ

大
変
美
し
く
ま
た
香
り
も
楽
し
め
ま
し
た
。

ま
た
仲
見
世
で
は
お
菓
子
等
そ
れ
ぞ
れ
思
い

思
い
に
買
い
物
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
近
く
の
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食

で
す
。
皆
さ
ん
談
笑
を
交
わ
し
な
が
ら
食
事

の
時
間
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
つ
つ
じ
公
園
に
行
き
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
つ
つ
じ
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

咲
い
て
お
り
園
内
何
処
へ
行
っ
て
も
つ
つ
じ

に
囲
ま
れ
て
幻
想
的
で
し
た
。
ま
た
丘
へ
登

っ
て
い
く
と
笠
間
の
町
並
み
が
一
望
出
来
て

壮
観
で
し
た
。

　

お
天
気
に
恵
ま
れ
、
遠
足
日
和
の
中
無
事

に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆

さ
ん
も
楽
し
ま
れ
た
よ
う
で
良
か
っ
た
で
す
。

　
花
ま
つ
り

　

５
月
８
日
滴
翠
苑
集
会
室
で
花
ま
つ
り
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
室
に
は
花
御
堂
が
作

ら
れ
そ
の
中
に
お
釈
迦
様
の
誕
生
仏
が
安
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

お
釈
迦
様
は
美
し
い
花
々
に
囲
ま
れ
た
所

で
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
時
天
か
ら
甘
露
の

雨
が
降
り
注
ぎ
そ
の
身
を
清
め
た
と
い
う
逸

話
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
花
御
堂
が

作
ら
れ
甘
茶
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

導
師
様
を
招
き
法
話
、
読
経
を
し
て
頂
き
、

そ
の
後
利
用
者
の
皆
さ
ん
で
焼
香
と
誕
生
仏

に
甘
茶
を
か
け
て
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
無
病
息
災
を
願
い

な
が
ら
健
康
管
理
に
気
を
付
け
て
参
り
ま
す
。

笠 間 稲 荷 神 社
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TEKISUIKAI KAIHOU      2019 JUNE

〔主な利用者の状況〕
　利用者定員　50名
　利 用 者 数　年間延560名
　　　　　　　（月初利用者数）
　　　　　　　新規入所７名、退所８名

〔職員構成〕
　施　設　長　１
　副施設長 兼 主任生活相談員　１
　事　務　長　１
　生活相談員　１
　看　護　師　１
　管理栄養士　１
　支　援　員　６
　調　理　員　４
　医　　　師　１（非常勤）
　教養指導員　１（非常勤）　計18名

〔保健衛生の状況〕
　医師による健康管理と療養指導の実施
　総合健康診断年２回実施（9月、3月）
　また、看護師による健康管理と療養
　援助の随時実施
　インフルエンザ予防接種の実施
　
〔食事の状況〕
　通常食１日あたり平均栄養量
　　　　　　　　　　　　　1,745kcal
　行事食　年間25回
　お好みメニュー（好きな食事を選択）
　　　　　　　　　　　年間11回実施
　嗜好調査年２回（３月・11月）
　市場調査年２回（７月・２月）

〔防災の状況〕
　総合防災訓練年間２回実施
　（6/7,12/6）消防署立会
　避難訓練及び通報訓練毎月１回
　非常食は1,050食（７日分）備蓄

平成30年度 養護老人ホーム 滴翠苑 事業報告

〔主な設備改善の状況〕
・居室床張替工事（103・113・205・206）
・各所塗装工事
・２Ｆ男性トイレ小便器交換
・エアコン工事（205）
・談話室テーブル２台
・包丁まな板殺菌庫
・介護車両購入：赤い羽根共同募金助成事業

〔主な行事の状況〕
実施年月日 行　　　事　　　名
H30.  4.   3 桜まつり

4. 12 食べ歩き会
4. 29 法人創立42周年記念式典

ぼたんまつり
5.  1 端午の節句
5.  8 花まつり
5. 10 日帰り旅行（茨城県フラワーパーク）
6..  5 慰霊祭
6. 12 レクリエーション大会
7.  5 ショッピング
7.  7 七夕まつり
7. 12 歩け歩け大会（ふれあいの里）
7. 26 夏まつり
8..  9 施餓鬼法要
9.  4 味覚狩り
9.  6 長寿祝いの日
9. 21 彼岸法要

10.  4 滴翠会秋季大運動会
10. 23 遠足（つくば方面）観劇会
11.  8 第43回文化祭
12. 21 クリスマス・忘年会
12. 31 年末の辞

H31.  1.  1 年頭の辞
1.17 新年会
2.  1 節分祭
3.  1 ひなまつり
3. 22 彼岸法要
3. 29 歩け歩け大会（ふれあいの里）

地域子ども会との交流
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◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
四
―
二
八
七
一

　

�
６
月
の
行
事

　

慈
翠
舘
・
明
翠
苑
合
同
総
合
防
災
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
６
日

　

北
小
学
校
運
動
会　
　
　
　
　

６
月
８
日

　

感
謝
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
18
日

　
新
潟
方
面
一
泊
旅
行

　

関
東
地
方
よ
り
少
し
遅
く
新
緑
が
訪
れ
る

新
潟
へ
５
月
14
日
、
15
日
と
か
け
て
旅
行
に

出
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
ラ
ス
ク
の
工
場
見
学
と
水
澤

観
音
の
参
拝
を
し
越
後
湯
沢
温
泉
ホ
テ
ル

「
双
葉
」
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
温
泉
は
フ
タ

バ
の
湯
と
言
わ
れ
、
28
個
の
湯
が
あ
り
温
泉

を
楽
し
み
、
夕
食
は
沢
山
の
料
理
が
運
ば
れ
、

ど
の
料
理
も
美
味
し
く
大
満
足
で
す
。

　

二
日
目
は
、
八
海
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗

り
、
頂
上
へ
着
く
と
ま
だ
雪
が
残
っ
て
お
り
、

展
望
デ
ッ
キ
か
ら
の
大
パ
ノ
ラ
マ
は
格
別
で

し
た
。
そ
の
後
、
西
福
寺
開
山
堂
で
雲
蝶
終

生
の
大
作
と
い
わ
れ
る
越
後
日
光
は
、
息
を

の
む
迫
力
で
し
た
。

　

お
風
呂
が
良
か
っ
た
、
料
理
が
良
か
っ
た

と
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
声
が
聞
か
れ
日
頃

の
疲
れ
を
取
り
、
美
味
し
い
料
理
を
堪
能
し
、

心
に
残
る
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
花
ま
つ
り

　

５
月
８
日
慈
翠
舘
ホ
ー
ル
に
て
花
ま
つ
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
釈
迦
様
は
、
た
く
さ
ん
の
花
に
囲
ま
れ

誕
生
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ
り
花
御
堂
に
は

当
日
の
朝
摘
ん
だ
つ
つ
じ
や
藤
の
花
を
き
れ

い
に
飾
り
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
「
き
れ
い

だ
ね
」
と
言
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

導
師
様
よ
り
法
話
を
い
た
だ
き
、
読
経
の

後
花
御
堂
の
中
央
に
置
か
れ
た
お
釈
迦
様
に

利
用
者
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
柄
杓
で
甘
茶

を
か
け
て
お
釈
迦
様
の
誕
生
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

新 潟 県 南 魚 沼 市 　 八 海 山 を の ぞ む
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〔主な利用者の状況〕
　利用者定員　70名
　利 用 者 数　年間延861名

〔職員構成〕
　施　設　長　１
　事務長補佐兼ケアリーダー　１
　事　務　員　４
　看　護　師　３（内非常勤１名）
　生活指導員　２
　ケアリーダー　３（内兼任１名）
　ケアサブリーダー　２
　ケアワーカー　11
　　　（内非常勤１名、内介助員１名）
　栄　養　士　１
　調　理　員　５（非常勤１）
　医　　　師　１（非常勤）
　教養指導員　１（非常勤）
　生活作業員　２（非常勤）
　理学療法士　１（非常勤）計37名

〔保健衛生の状況〕
　定期健康診断　年２回（４月・10月）
　医師による健康管理と栄養指導の随時実施
　インフルエンザ予防接種の実施（11月）

〔給食の状況〕
　１日当たりの平均栄養量　1,869kcal
　嗜好調査（３月）

〔防災の状況〕
　総合防災訓練年２回実施
　（６月・10月）消防署立会
　避難訓練及び通報訓練、上記含め月１回
　非常食は1,250食（５日分）備蓄
　防犯カメラ出入り口９カ所設置

〔主な設備の改善状況〕
・調理給湯配管工事　　・外スロープすべり止め塗装
・調理室トイレ改修　　・翠会舘屋根修繕
・街路灯LED化工事　　・非常照明工事
・居室畳入れ替え工事　・送迎用公用車購入（入れ替え）

平成30年度 救護施設 慈翠舘 事業報告

〔主な行事状況〕
実施年月日 行　　　事　　　名

H30.  4..  4 お花見
4..  9 総社宮参拝
4. 29 法人創立42周年記念式典

ぼたんまつり
5.  8 花まつり

5.  9 ～ 10 一泊旅行
5. 15 ～ 16 一泊旅行

5. 31 春季運動会
6.  2 石岡市立北小学校運動会
7.  2 日帰り旅行
7.  7 七夕
7. 13 保養センター
7. 26 慈翠舘・明翠苑合同夏まつり
8.  4 夏まつり
8. 10 施餓鬼法要
9. 13 敬老祝賀会
9. 15 石岡祭礼見学
9. 21 彼岸法要

10.  4 滴翠会秋季大運動会
10 12 みどり会レクリエーション
11.  3 文化祭
11. 12 文化祭慰労会・勤労感謝祭
12. 18 クリスマス忘年会
12. 28 年末式

H31.  1.  1 新年式・葉彦神社初詣
2.  3 節分
3. 22 彼岸法要
3. 29 年度末作業発表会
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◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
二
〇

　
ド
ラ
イ
ブ

　

５
月
22
日
、
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
デ
ザ

ー
ト
を
食
べ
に
行
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
気
も
良
く
絶
好
の
ド
ラ
イ
ブ

日
和
で
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
メ
ニ
ュ

ー
を
見
て
、
ど
れ
に
し
よ
う
か
な
と
悩
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
好
み
の
デ
ザ
ー
ト

を
注
文
し
て
「
や
っ
ぱ
り
甘
い
物
は
、
美
味

し
い
」
と
召
し
上
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

帰
苑
す
る
と
、
皆
さ
ん
に
土
産
話
を
聞
か

せ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
外
出
と
あ
っ
て
、
利
用
者
同

士
の
会
話
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。「
い

ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
た
よ
」
な
ど
楽

し
そ
う
な
話
し
を
聞
い
て
「
今
度
は
私
も
行

っ
て
見
た
い
な
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

苑
で
の
生
活
が
少
し
で
も
楽
し
く
で
き
る

様
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
健
康
診
断

　

５
月
16
日
、
全
利
用
者
と
全
職
員
が
対
象

の
健
康
診
断
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

職
員
は
、
医
師
に
よ
る
診
察
、
血
液
検
査
、

尿
検
査
、
視
力
・
聴
力
検
査
が
行
わ
れ
、
利

用
者
は
、
医
師
に
よ
る
診
察
、
血
液
検
査
、

尿
検
査
、
心
電
図
検
査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
を
行
い
ま
し
た
。
検
査
結
果
に
基
づ
き
、

一
人
一
人
の
日
々
の
健
康
管
理
に
努
め
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

明翠苑ニュース
（５月分）

面　　会　　　　70件  延116名来苑
外　　出　　　　０件　外泊０件
ショートステイ　　８名　延50日利用

フ ァ ミ リ ー レ ス ト ラ ン に て
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第342号TEKISUIKAI KAIHOU      2019 JUNE

〔主な利用者の状況〕
　利用者定員　70名（うちユニット20名）
　利 用 者 数　年間延783名（月初利用者数）
　　　　　　　新規入所23名、退所20名
ショートステイ
　利用者定員　５名
　利 用 者 数　年間18名
　　　　　　　年間延601日

〔職員構成〕
　施　設　長　１
　事　務　長　１
　ケアマネジャー 兼 主任生活相談員　１
　生活相談員　１
　看　護　師　５（パート含む）
　介 護 職 員　31
　　　　　（兼ケアマネージャー３名）
　管理栄養士　１
　調　理　員　５
　医　　　師　１（非常勤）
　理学療法士　１（非常勤）計48名

〔保健衛生の状況〕
　総合健康診断　年２回実施
　インフルエンザ予防接種の実施（10月）
　医師による健康管理と療養指導の実施

〔給食の状況〕
　通常食１日あたり平均栄養量
　　　　　　　　　　　　1,495kcal
　選択食（４種類）月１回
　嗜好調査年２回（６月・11月）

〔防災の状況〕
　総合防災訓練　年２回実施
　（６月消防署立会）
　避難訓練及び通報訓練は毎月１回実施
　非常食　３日分備蓄

〔主な設備の改善状況〕
・居室エアコン入れ替え
・ボイラー修理

平成30年度 特別養護老人ホーム 明翠苑 事業報告

〔主な行事の状況〕

実施年月日 行　　　事　　　名
H30.  4. 18 端午の節句

4. 29 法人創立42周年記念式典
（明翠苑創立37周年）
ぼたんまつり

5.  8 花まつり
5. 10.23 ドライブ（石岡イオン）

7.  7 七夕
8.  8 明翠苑・慈翠舘合同夏まつり
8.  9 施餓鬼法要

8. 13～16 盆行事
8. 22 かき氷まつり
9.  8 長寿を祝う会
9. 21 彼岸法要
9. 24 十五夜

10..  4 滴翠会秋季大運動会
10. 11 慰霊祭
10. 21 十三夜
10. 27 いも煮会
12. 17 冬至
12. 22 クリスマス忘年会

H31.  1.  1 年頭の辞　初詣
2.  3 節分祭
3.  3 ひな祭り
3. 22 彼岸法要
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〔主な利用者状況〕
　利用定員　月～土曜日15名（１日あたり）
　利用者数　年間延2886名（1日平均9.4名）
　利用者数　年度初22名　年度末22名
　　　　　　（新規　８名）
〔職員構成〕
　施　設　長　１（明翠苑兼任）
　生活相談員　２（専任１，兼任１）
　看　護　師　１（パート）
　介 護 職 員　２
　事 務 職 員　１（兼任）計７名
〔実施事業〕
　日常動作の援助、健康状態のチェック、
　機能訓練サービス、送迎サービス、入
　浴サービス、相談助言に関すること
〔利用対象者〕
　各市町村で介護認定を受けた要支援者（介
　護予防通所介護）要介護者（通所介護）
〔利用日〕
　毎週月～土曜日
〔保健衛生の状況〕
　看護師による健康チェックの実施
　舘内消毒 隔年１回
〔給食の状況〕
　明翠苑の昼食サービスを利用
　選択食（４種類を月１回）

平成30年度 デイサービスセンター 華翠会舘 事業報告
〔防災の状況〕
　総合防災訓練年２回実施（6/5・10/17）
　避難訓練及び通報訓練は毎月１回実施
〔主な設備の改善状況〕
　送迎車修理・点検、消火栓点検
　車いす修理、入浴リフト修理
　浄化槽モーターポンプ点検
〔主な行事の状況〕
実施年月日 行　　　事　　　名

H30.  4. 29 滴翠会創立42周年記念式典
ぼたんまつり

5.  8 花まつり
5. 15～16 ドライブ（鳴滝）

8.  4 夏まつり
7. 26・8.22 かき氷まつり

9..  8 長寿を祝う会
10..  4 滴翠会秋季大運動会
10. 21 いも煮会

12. 18・19 クリスマス会（デイサービス）
12. 22 クリスマス会（明翠苑合同）

H31.  1.  1 年頭の辞
2.  3 節　分
3. 21 彼岸法要

愛 宕 山 ド ラ イ ブ
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
役
割

　

今
回
は
、
い
わ
ゆ
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
一
般
的
に
お
考
え
の
施
設
の
代
表

的
な
も
の
が
、
左
記
の
表
題
に
も
あ
り
ま
す

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
用
い
る
為
に
は
、
先
ず

入
所
申
し
込
み
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

施
設
に
よ
っ
て
雰
囲
気
が
違
い
ま
す
の
で
見

学
等
を
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
施
設

に
は
、
施
設
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
生
活
相

談
員
が
常
勤
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
入
所
の

手
続
き
や
金
銭
的
な
も
の
、
困
り
事
を
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
は
、
施
設
入
所

契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
日
常
の
生
活
支
援
や
身

体
介
助
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
24
時
間
体
制
で
基

本
的
に
は
終
身
的
に
受
け
ら
れ
る
入
所
系
の

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

入
所
部
屋
の
形
態
は
、
相
部
屋
・
個
室
が

あ
り
そ
れ
ぞ
れ
料
金
が
異
な
り
ま
す
。
国
で

は
食
費
や
住
居
費
（
部
屋
代
）
の
免
減
を
認

め
て
お
り
（
一
定
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。）

負
担
額
の
軽
減
が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

施
設
で
は
、
介
護
福
祉
士
（
身
体
介
助
・
生

活
支
援
業
務
等
）・
生
活
相
談
員
（
相
談
援

助
業
務
等
）・
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
業

務
）・
看
護
師
等

（
医
療
的
ケ
ア
業

務
等
）
が
常
駐
し

て
お
り
専
門
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
包

括
的
な
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

私
は
、
在
宅
支
援
業
務
に
携
わ
っ
て
お
り

ま
す
。
様
々
な
ご
家
族
と
接
す
る
中
で
、
家

で
の
介
護
に
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
や
身
体
的

な
疲
労
を
抱
え
な
が
ら
生
活
さ
れ
て
い
る
姿

を
肌
で
感
じ
と
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。　

施
設
入
所
と
い
う
と
マ
イ
ナ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
先
の
会
報
で
も
ご
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
と
お
り
、「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
」
等
を
導
入
す
る
な
ど
「
開
か
れ
た
施
設

運
営
」
を
行
な
う
事
業
所
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
な
に
よ
り
ご
本
人
様
と
ご
家
族
様
が

物
理
的
な
距
離
を
取
る
こ
と
で
、
よ
り
良
好

な
関
係
性
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
＊
「
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
明
翠
苑
」
に
は
ケ
ア
の
専

門
家
が
多
数
在
籍
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

岡
野　
　

貴
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※本表は、各施設会計及び法人本部会計の決算合計を示したものです。
　社会福祉法人滴翠会の運営につきましては、日頃から皆様のご協力を戴き厚く御礼申し上
げます。平成30年度決算状況をお知らせいたします。令和元年度も引続きご支援とご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

平成30年度（第43期）決算公告

資 産 の 部 負 債 の 部
流 動 資 産 212,355,645 流 動 負 債 36,526,102
固 定 資 産 539,910,548 固 定 負 債 169,271,412

負 債 の 部 合 計 205,797,514
純 資 産 の 部

基 本 金 165,363,074
国庫補助金等特別積立金 63,172,467
そ の 他 の 積 立 金 200,524,333
次期繰越活動増減差額 117,408,805
純 資 産 の 部 合 計 546,468,679

資産の部合計 752,266,193 負債及び純資産の部合計 752,266,193

貸借対照表 平成31年3月31日

資　　　産　　　の　　　部
現 金 預 金 125,120,252
事 業 未 収 金 87,215,393
そ の 他 の 流 動 資 産 20,000
流 動 資 産 合 計 212,355,645
基 本 財 産 201,296,489
そ の 他 の 固 定 資 産 338,614,059
固 定 資 産 合 計 539,910,548
資 産 合 計 752,266,193

負　　　債　　　の　　　部
事 業 未 払 金 15,845,697
１年以内返済予定設備資金借入金 11,370,000
預 り 金 45,866
職 員 預 り 金 8,330,937
仮 受 金 933,602
流 動 負 債 合 計 36,526,102
設 備 資 金 借 入 金 79,390,000
退 職 給 付 引 当 金 31,331,660
そ の 他 の 固 定 負 債 58,549,752
固 定 負 債 合 計 169,271,412
負 債 合 計 205,797,514
差 引 純 資 産 546,468,679

財産目録 平成31年3月31日

勘 定 科 目 決　算　額
事 業 活 動 収 入 650,976,749
事 業 活 動 支 出 617,723,122
事業活動資金収支差額 33,253,627
施 設 整 備 等 収 入 2,315,000
施 設 整 備 等 支 出 19,928,998
施設整備等資金収支差額 △ 17,613,998
そ の 他 の 活 動 収 入 1,542,623
そ の 他 の 活 動 支 出 20,055,600
その他活動資金収支差額 △ 18,512,977
予 備 費
当期資金収支差額合計 △ 2,873,348
前期末支払資金残高 190,072,891
当期末支払資金残高 187,199,543

資金収支計算書
（自）平成30年4月1日（至）平成31年3月31日

勘 定 科 目 決　算　額
サ ー ビ ス 活 動 収 益 646,600,392
サ ー ビ ス 活 動 費 用 634,244,507
サービス活動増減差額 12,355,885
サービス活動外収益 4,604,717
サービス活動外費用 5,925,307
サービス活動外増減差額 △ 1,320,590
経 常 増 減 差 額 11,035,295
特 別 収 益 2,315,000
特 別 費 用 8
特 別 増 減 差 額 2,314,992
当 期 活 動 増 減 差 額 13,350,287
前期繰越活動増減差額 120,077,155
当期末繰越活動増減差額 133,427,442
基 本 金 取 崩 額 0
基 本 金 組 入 額 0
その他の積立金取崩額 1,281,363
その他の積立金積立額 17,300,000
次期繰越活動増減差額 117,408,805

事業活動計算書

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（自）平成30年4月1日（至）平成31年3月31日


